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内
に
、
無
断
で
大
量
の
産
廃
ら
し
き
も
の 

が
ひ
そ
か
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事 

実
だ
。 

 

市
と
ゴ
ル
フ
場
側
と
の
間
で
は
賃
貸
契 

約
が
交
わ
さ
れ
て
お
り
、
当
然
、
使
用
目 

的
外
の
地
形
の
変
更
等
を
行
う
場
合
は
、 

事
前
に
了
解
を
得
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の 

だ
が
、
市
は
ゴ
ル
フ
場
に
一
枚
の
始
末
書 

を
提
出
さ
せ
る
だ
け
で
済
ま
せ
て
い
る
。 

 

産
廃
の
管
理
責
任
は
県
に
あ
る
が
、
市 

所
有
の
土
地
に
産
廃
ら
し
き
も
の
が
埋
め 

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
県
の
説 

明
を
鵜
呑
み
に
す
る
だ
け
で
無
く
、
産
廃 

か
ど
う
か
は
土
地
を
掘
り
返
し
調
べ
て
み 

 

 

箱
根
西
麓 

グ
ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ズ 

ゴ
ル
フ
場 

産
廃
不
法
投
棄
問
題 

 

環
境
問
題
は
、
今
や
二
十
一
世
紀
の
全
地
球
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
の

原
因
物
質
二
酸
化
炭
素
の
排
出
増
加
、
事
業
所
や
家
庭
の
ゴ
ミ
、
始
末
不
可
能
な
原
発
ゴ

ミ
等
々
。
中
で
も
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
都
市
部
か
ら
運
び
込
ま
れ
、
私
達
の
知
ら

ぬ
間
に
、
近
隣
の
山
間
部
に
埋
め
捨
て
ら
れ
る
事
件
が
多
発
し
て
い
る
。 

三
島
市
民
新
聞
は
、
元
三
島
市
議
・
角
田

不
二
雄
さ
ん
が
70
年
頃
よ
り
30
年
近
く

に
渡
っ
て
発
行
し
続
け
て
き
た
新
聞
で
あ

っ
た
。
議
員
の
立
場
か
ら
市
議
会
の
動
き
、

市
政
の
よ
う
す
、
政
治
情
報
か
ら
訃
報
、
川

柳
等
を
含
め
、
市 

民
向
け
に
発
行
し 

て
い
た
。 

郵
送
料
の
安
い
第
三
種
郵
便
物
扱
い
を

取
得
す
る
た
め
に
、
月
三
回
の
発
行
体
制
を

取
っ
て
い
た
。大
変
な
労
力
と
根
気
と
お
金

を
必
要
と
す
る
発
行
作
業
の
よ
う
だ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
作
業
を
、議
員
活
動
の
合
間
を

ぬ
っ
て
三
〇
年
以
上
に
わ
た
り
や
り
続
け

て 

て
い
た
。「
継
続
は
力
な
り
」
の
例
え
が
あ

る
よ
う
に
、そ
れ
は
彼
の
議
員
活
動
に
対
す

る
市
民
の
信
頼
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
し
た
こ
の
時

代
、
今
更
、
紙
の
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
て
何 

   

の
意
味
が
あ
る
と
言
う
か
も
知
れ
な
い
。 

し
か
し
、紙
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
持
ち
運
び
や

見
る
時
の
手
軽
さ
が
あ
る
。情
報
過
多
の
現

代
社
会
の
中
で
、次
か
ら
次
へ
と
流
れ
過
ぎ

て
い
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
紙
面
に
温

か
み
や
個
性
を
表
現
で
き
る
か
も
知
れ
な 

い
。 

 

今
回
、
私
は
運
よ
く
議
員
に
当
選
で
き
た

事
を
切
っ
掛
け
に
、
三
島
市
民
新
聞
の
復
刊

に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
の
気
に
な
っ
た
。 

も
と
よ
り
、
月
一
回
か
不
定
期
発
行
に
な
る 

か
も
知
れ
な
い
。 

ま
た
、
記
事
の
投
稿
等
で 

周
り
に
色
々
お
願
い
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

配
布
は
、
資
金
の
面
か
ら
も
、
郵
送
は
無
理

で
、
手
配
り
配
布
と
な
る
だ
ろ
う
。 

三
日
坊
主
に
終
わ
ら
な
い
た
め
に
も
、
ご

期
待
を
乞
う
。 
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堀 
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三
島
市
民
新
聞
復
刊
に
あ
た
っ
て 

三
島
市
議
会
選
挙
結
果 

 
 
 

投
票
率
は
前
回
よ
り
も
６
％
減 

新会派構成 

11
4
3
3
3

緑水会（自民系）
新未来21（民主系）

公明
共産

無会派

〇
七
年
度
の
統
一
地
方
選
、
後
半
戦
と

し
て
、
市
町
村
議
選
挙
が
四
月
二
二
日
行

わ
れ
た
。
三
島
市
議
選
の
投
票
率
は
55
％

と
、
四
年
前
、
前
回
の
61
％
と
比
べ
６
ポ

イ
ン
ト
も
低
い
も
の
だ
っ
た
。 

投
票
日
、
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
き
、
午

後
遅
く
、
雨
は
上
が
っ
た
も
の
の
、
気
温

は
平
年
よ
り
低
く
、
薄
ら
寒
い
一
日
だ
っ

た
が
、
天
候
の
不
順
も
低
投
票
率
の
一
因

だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
低
投

票
率
の
原
因
は
、
若
者
が
投
票
に
行
か
な

い
と
い
う
の
が
大
き
な
問
題
の
よ
う
だ
。

お
年
よ
り
は
足
を
引
き
ず
っ
て
で
も
投
票

所
に
向
か
う
が
、
若
者
の
姿
あ
は
余
り
見

か
け
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
、
多
く
の
人

の
感
想
で
あ
る
。 

 

何
故
、
若
者
の
足
が
投
票
所
に
向
か
わ

な
い
の
か
？
一
つ
は
、
選
挙
が
面
白
く
な

い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。 

選
挙
中
、
多
く
の
候
補
者
は
、
唯
々
、

名
前
の
連
呼
で
、
何
を
主
張
し
て
い
る
の

か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
争
点
が
見
え
な
い
。

特
に
、
市
議
選
等
で
は
、
地
縁
・
血
縁
が 

一
番
、
と
い
う
こ
と
で
、
政
策
や
主
義
・

主
張
は
二
の
次
と
な
り
が
ち
だ
。
そ
れ
が

選
挙
を
つ
ま
ら
な
く
し
た
の
だ
と
思
う
。 

 

議会日程と議長選挙 

 

昨
年
九
月
末
、
箱
根
西
麓
に
あ
る
グ
ラ

ン
フ
ィ
ー
ル
ズ
ゴ
ル
フ
場
の
会
員
権
を
持

つ
人
物
に
よ
り
、
ゴ
ル
フ
場
敷
地
内
に
二

年
前
頃
よ
り
、
ダ
ン
プ
カ
ー
で
運
び
込
ん

だ
多
量
の
産
廃
ら
し
き
も
の
が
埋
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
告
発
が
な
さ
れ
た
。 

 

こ
の
敷
地
内
に
は
三
島
市
や
箱
根
山
組

合
の
土
地
も
含
ま
れ
て
お
り
、
三
島
市
に

は
毎
年
一
千
万
円
近
い
借
地
料
が
入
っ
て

い
る
。
告
発
状
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
首

都
圏
等
か
ら
五
千
立
方
メ
ー
ト
ル
を
越
す

産
廃
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。 

 

三
島
市
当
局
も
告
発
状
が
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
去
る
三
月

こ
の
件
に
関
す
る
仁
杉
議
員
の
質
問
で
の

市
の
対
応
は
、「
県
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
産
廃
で
は
な
い
、
再
生
ガ
ラ
ス
の
破
片

で
問
題
な
い
」
と
の
姿
勢
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
関
し
て
情
報
公
開
を
請
求
し
た
と
こ

ろ
、
市
は
昨
年
十
二
月
末
、
ゴ
ル
フ
場
内

の
調
整
池
、
排
水
溝
等
で
カ
ド
ミ
ウ
ム
の

水
質
検
査
を
し
た
が
重
金
属
で
の
異
常
は

な
か
っ
た
と
結
論
付
け
て
い
る
。 

 

問
題
は
市
の
所
有
地
も
存
在
す
る
敷
地 

れ
ば
判
る
こ
と
。「
県
が
産
廃
で
は
な
い
と

言
っ
て
い
る
の
で
・
・
・
」
で
は
納
得
で

き
る
話
し
で
は
な
い
。 

 

ま
た
、
県
が
「
産
廃
」
で
は
な
い
と
言

い
切
れ
る
の
は
ど
ん
な
事
情
な
の
か
？ 

 

こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
元
々
富
士
緑
化
が
所

有
し
て
い
た
が
、
03
年
神
奈
川
の
産
廃
業

者
ウ
イ
ン
グ
が
買
い
取
っ
た
と
い
う
。
そ

の
ウ
イ
ン
グ
と
ゴ
ル
フ
場
の
間
で
売
買
が

あ
り
、
産
廃
で
有
っ
た
物
が
「
有
価
物
」

に
転
化
し
産
廃
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う

の
が
県
の
説
明
の
真
相
ら
し
い
。し
か
し
、

た
と
え
産
廃
で
有
っ
て
も
、
売
買
さ
れ
た

有
価
物
な
ら
産
廃
で
は
無
く
な
る
と
い
う

の
は
法
律
上
の
詭
弁
に
過
ぎ
な
い
。 

 

こ
れ
と
は
別
に
、
箱
根
の
上
り
口
、
三

ツ
谷
の
手
前
で
右
に
折
れ
る
と
、
小
高
い

丘
が
あ
り
、
地
元
の
人
の
話
で
は
、
一
〇

年
位
前
、
今
は
倒
産
し
て
無
く
な
っ
た
産 

 

廃
業
者
が
、
多
量
の
産
廃
を
埋
め
込
ん
で

い
た
と
の
こ
と
。
最
近
に
な
っ
て
、
柳
郷

地
あ
た
り
の
小
川
に
黒
い
水
が
時
々
流
れ

出
す
と
い
う
。 

 

今
、
そ
の
丘
は
別
の
業
者
が
壊
れ
た
家

電
製
品
や
工
場
か
ら
の
廃
棄
器
具
類
を
山

積
み
し
て
野
ざ
ら
し
状
態
に
な
っ
て
い

る
。 

五
月
十
六
日 

臨
時
会 

（
午
後
一
時
よ
り
） 

 

議
長
・
副
議
長
選
挙 

五
月
二
一
日 

福
祉
厚
生
委

員
協
議
会 

五
月
二
二
日 

文
教
消
防
委

員
協
議
会 

五
月
二
三
日 

経
済
建
設
委

員
協
議
会 

五
月
二
四
日 

総
務
委
員
協

議
会 

六
月
七
日 

各
派
代
表
者
会

議
・
議
会
運
営
委

員
会 

六
月
十
四
日 

六
月
定
例
会

開
始
～ 

六
月
二
九
日 

本
会
議 

最
終
日 

順位 候補者名 得票数 当選 政党・会派 備考
1 いしわた 光一 3,248 ○ 新未来21 東レ
2 鈴木 ふみこ 2,766 ○ 公明党 新人
3 川原 あきひろ 2,733 ○ 新未来21 横ゴム
4 八木 みつお 2,628 ○ 新未来21 東京電気
5 細井 要 2,481 ○ 緑水会
6 馬場 妙子 2,441 ○ 新未来21
7 あきつ 光生 2,296 ○ 公明党
8 せ川 元治 2,266 ○ 緑水会
9 志賀 けんじ 2,263 ○ 公明党

10 堀 よしのぶ 2,002 ○ 無会派 新人
11 さとう 晴 1,900 ○ 緑水会
12 栗原 一郎 1,731 ○ 無会派
13 金沢 ゆきこ 1,665 ○ 緑水会 新人
14 金子 まさたけ 1,626 ○ 日本共産党
15 足立 かおる 1,609 ○ 緑水会
16 下山 かずみ 1,557 ○ 日本共産党
17 うすい 宏政 1,523 ○ 緑水会
18 かい 幸博 1,521 ○ 緑水会 新人
19 土屋 としひろ 1,514 ○ 緑水会
20 松田 よしつぐ 1,462 ○ 緑水会
21 志村 はじめ 1,418 ○ 緑水会
22 石田 美代子 1,396 ○ 日本共産党
23 ゆば 重明 1,296 ○ 無会派
24 大房 まさはる 1,286 ○ 緑水会 新人
25 土屋 けんいち 1,103 新人
26 杉山 さと子 843 新人
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